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雲仙市議会だより●79号（令和5年8月）

NO!

P２ 令和５年第２回定例会概要
P５ 委員会報告
P８ 市政を問う「一般質問」
P14 政務活動費収支報告

主な内容主な内容

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

議会を傍聴してみませんか？

委 員 長　前田　 哲　　
副委員長　藤本 淳次郎
委　　員　平野 利和、上田 　篤
　　　　　林田 哲幸、山本 松一

議会広報編集特別委員会

　新型コロナウイルス感染症がインフ
ルエンザと同じ５類感染症となり、人
の動きも活発になってきました。やっ
と以前の生活に戻ってきましたが、収
束したわけではないようです。
　また、幼児への感染症、ヘルパンギー
ナの拡大が心配されます。
　まだ、暑い日が続きます。引き続き
これまで実践した感染対策を行いなが
ら、体調管理をしっかり整えて暑い夏
を乗り越えましょう。

  （藤本　淳次郎）

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会
広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せください。

お知らせ

８月31日（木）～
　 ９月29日（金）です

令和５年第３回雲仙市議会定例会の
会期日程（案）は

■一般質問　９月４日（月）～ ７日（木）
■議案質疑　９月１１日（月）
■委員会　　文教厚生常任委員会
　　　　　　９月１２日（火）・１３日（水）
　　　　　　産業建設常任委員会
　　　　　　９月１２日（火）～１４日（木）
　　　　　　総務常任委員会
　　　　　　９月１４日（木）・１５日（金）

虚礼廃止にご理解とご協力を
　議員は、選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法
律で禁止されています。お中元やお歳暮も対象になりま
す。地域の行事やお祭り、スポーツ大会への寄附や飲食
物の差し入れも禁止です。
　また、暑中見舞い・年賀状などの時候の挨拶状を出す
ことも禁止されています。（答礼のための自筆によるもの
を除きます）
　ご理解をよろしくお願いします。

※一般質問の日程は、質問者数など
により変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、
議場へ足をお運びください。

令和４年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品【ひわまりの丘／撮影場所：南串山町】

政治家は有権者に寄附を
贈らない!

有権者は政治家に寄附を
求めない!

政治家から有権者への寄附は
受け取らない!
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　令和５年第２回定例会が６月５日（月）～ 30日（金）の日程で開催されました。
　主な議案は一般会計及び特別会計の補正予算や条例改正などでした。　　　
　また、10名の議員による市政一般質問も行われました。

令和５年　第２回定例会の概要

令和５年度　一般会計補正予算（第４号）の主な事業

家畜飼料高騰特別対策事業【新規】 1,891万円

持続的畑作生産体系確立緊急支援事業【新規】7,399万円
〔事業目的〕　需要に応じた生産を実現するため、種ばれいしょ、一般ばれいしょの生産から販

売までの一貫した産地モデルの育成に必要な経費を支援する。

〔事業内容〕①ばれいしょ産地モデル育成推進事業
　・ばれいしょの生産・販売に関する協議会の運営に必要な経費の支援
　　（対象経費）協議会運営の必要経費、品質測定のための機器購入
②ばれいしょ保管施設等整備事業
　・ばれいしょ保管施設などの整備に必要な経費の支援
　　（対象経費）ばれいしょ保管施設の導入（保管能力：約 175ｔ）
　　　　　　　  ばれいしょ選別機の導入（選別能力：約 20ｔ/日）

〔補 助 率〕国：1/2、市：1/10 以内（総事業費：1億 4,947 万円）

〔事業目的〕　コロナ禍の影響による輸入コンテナ不足や燃油高騰による輸送費の増などによ
り、輸入飼料が高騰し、畜産経営に大きな影響を及ぼしているため、配合飼料など
の購入費用の一部を助成することにより、畜産の安定的発展を図る。

〔事業内容〕①補 助 対 象：令和5年4月1日から令和6年2月29日までに
　　　　　　　購入した飼料
②補助対象者：配合飼料価格安定基金制度加入者および
　　　　　　　加入見込者
③補 助 内 容：配合飼料など1ｔ当たり300円以内

中小企業等エネルギー高騰対策事業【新規】3,886万円

漁業燃油高騰特別対策事業【新規】 1,920万円
〔事業目的〕　コロナ禍の影響に伴う魚価の低迷などに加え、依然として続く燃油の価格高騰に

より、漁業経営は多大な影響を受けていることから、燃油購入費の一部を支援し、
漁業者の負担を緩和することにより、経営の安定を図る。

〔事業内容〕①対 象 期 間：令和5年4月1日から令和6年2月29日まで
　　　　　　　（前期：4月～9月、後期：10月～2月）
②補助対象者：令和5年度漁業経営セーフティネット加入者
③補 助 対 象：漁業用として使用する
　　　　　　　Ａ重油等の購入代金
④補 助 単 価：対象燃油1ℓ当たり10円以内
　　　　　　　補助金限度額　前期・後期それぞれ
　　　　　　　　　　　　　　100万円以内

〔事業目的〕　エネルギー（ＬＰガス）の価格高騰の影響などにより、ＬＰガスを使用する事業者が厳
しい経営環境に置かれていることから、事業継続のための支援を行う。

〔事業内容〕①対 象 期 間：令和5年4月から9月まで
②補助対象者：ＬＰガスの業務用契約を結んでいる中小企業等
③補 助 対 象：令和5年4月分から9月分までの平均使用量に応じ、
　　　　　　　その使用料の一部を補助する
④補 助 金 額：以下のとおり
⑤申 請 期 間：令和5年10月から令和6年2月末まで（予定）

物価高騰対策消費喚起事業【新規】 9,411万円
〔事業目的〕　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響により、厳しい生活環境にある市

民の負担の軽減と小売事業者、飲食店業者の支援のため、商品券の配布による消費
喚起を図る。

〔事業内容〕市内全世帯へ市民 1人当たり2,000円分の商品券を配布する。　
実施期間：令和 5年 9月上旬から
　　　　　令和 6年 1月末まで（予定）

単位：上段（㎡／月）、下段（円）

LPガス
使用量

補助金額

0を越え
100未満

6,000

100以上
200未満

13,000

200以上
300未満

19,000

300以上
400未満

26,000

400以上
500未満

33,000

500以上
600未満

39,000

600以上
700未満

46,000

700以上
800未満

52,000

800以上
900未満

59,000

900以上
1000未満

66,000

1000以上

72,000
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令和５年第２回雲仙市議会臨時会（R5.4.25開催）　議決結果
議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 25 号 承　　認専決処分した事件の承認について（雲仙市税条例の一部を改正する条例）

議案 第 26 号 承　　認専決処分した事件の承認について（雲仙市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例）

議案 第 27 号 承　　認専決処分した事件の承認について（雲仙市半島振興対策実施地域指定に
よる固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例）

議案 第 28 号 原案可決令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案について

令和５年第２回雲仙市議会定例会　議決結果
議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

報告 第 １ 号 ―

報告 第 ２ 号 令和４年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計繰越明許費繰越計算書
について

令和４年度雲仙市一般会計繰越明許費繰越計算書について

報告 第 ３ 号 ―令和４年度雲仙市水道事業会計予算繰越計算書について

報告 第 ４ 号 ―令和４年度雲仙市下水道事業会計予算繰越計算書について

報告 第 ５ 号 ―専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定）

議案 第 29 号 原案可決令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第３号）案について

議案 第 30 号 原案可決雲仙市税条例の一部を改正する条例について

議案 第 31 号 原案可決雲仙市手数料条例の一部を改正する条例について

議案 第 32 号 原案可決令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第４号）案について

議案 第 33 号 原案可決令和５年度雲仙市水道事業会計補正予算（第１号）案について

議案 第 34 号 原案可決令和５年度雲仙市下水道事業会計補正予算（第１号）案について

議案 第 35 号 原案可決工事請負契約の締結について

議案 第 36 号 原案可決動産の買入れについて

議案 第 37 号 原案可決動産の買入れについて

―

常任委員会報告
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委
員
長

副
委
員
長

委員会

答問 問

答

議会活性化特別委員会　報告

　令和５年第２回（６月）定例会において、議会の
インターネット中継を導入するための予算が可
決されましたので、準備を進めてまいります。

　スマートフォン、パソコンやタブレットで「誰でも、いつ
でも、どこでも」気軽に議会中継をご覧になれます。

　今後も、市民の皆さまの期待に応えられるように開かれ
た議会づくりに取り組んでまいります。
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と
に
変
更
し
た
理
由
は
何

か
。

経
費
を
比
較
し
た
場
合
、

リ
ー
ス
よ
り
購
入
す
る
ほ
う

が
安
価
で
あ
る
た
め
で
あ

る
。
県
内
各
市
の
状
況
は
、

雲
仙
市
以
外
の
12
市
の
う
ち

９
市
が
購
入
、
３
市
が
リ
ー

ス
で
あ
る
。

交
換
後
、
現
在
使
用
中
の
パ

ソ
コ
ン
は
下
取
り
さ
れ
る
の

か
、
中
古
品
と
し
て
市
場
に

流
通
し
て
い
く
の
か
。

今
後
、
処
分
し
て
い
く
が
、

処
分
後
は
処
分
業
者
か
ら
産

業
廃
棄
物
管
理
票
が
発
行
さ

れ
る
の
で
、
市
場
に
流
通
す

る
こ
と
は
な
い
。

令和５年第２回雲仙市議会臨時会（R5.4.25開催）　議決結果
議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 25 号 承　　認専決処分した事件の承認について（雲仙市税条例の一部を改正する条例）

議案 第 26 号 承　　認専決処分した事件の承認について（雲仙市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例）

議案 第 27 号 承　　認専決処分した事件の承認について（雲仙市半島振興対策実施地域指定に
よる固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例）

議案 第 28 号 原案可決令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案について

令和５年第２回雲仙市議会定例会　議決結果
議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

報告 第 １ 号 ―

報告 第 ２ 号 令和４年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計繰越明許費繰越計算書
について

令和４年度雲仙市一般会計繰越明許費繰越計算書について

報告 第 ３ 号 ―令和４年度雲仙市水道事業会計予算繰越計算書について

報告 第 ４ 号 ―令和４年度雲仙市下水道事業会計予算繰越計算書について

報告 第 ５ 号 ―専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定）

議案 第 29 号 原案可決令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第３号）案について

議案 第 30 号 原案可決雲仙市税条例の一部を改正する条例について

議案 第 31 号 原案可決雲仙市手数料条例の一部を改正する条例について

議案 第 32 号 原案可決令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第４号）案について

議案 第 33 号 原案可決令和５年度雲仙市水道事業会計補正予算（第１号）案について

議案 第 34 号 原案可決令和５年度雲仙市下水道事業会計補正予算（第１号）案について

議案 第 35 号 原案可決工事請負契約の締結について

議案 第 36 号 原案可決動産の買入れについて

議案 第 37 号 原案可決動産の買入れについて

―

常任委員会報告

総

　務

松
尾

　文
昭

平
野

　利
和

元
村

　康
一

深
堀

　善
彰

佐
藤

　義
隆

渡
辺

　勝
美

上
田

　
　篤

委
員
長

副
委
員
長

委員会

答問 問

答

議会活性化特別委員会　報告

　令和５年第２回（６月）定例会において、議会の
インターネット中継を導入するための予算が可
決されましたので、準備を進めてまいります。

　スマートフォン、パソコンやタブレットで「誰でも、いつ
でも、どこでも」気軽に議会中継をご覧になれます。

　今後も、市民の皆さまの期待に応えられるように開かれ
た議会づくりに取り組んでまいります。
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文
教
厚
生

大
久
保
正
美

酒
井

　恭
二

矢
﨑

　勝
己

藤
本
淳
次
郎

大
山

　真
一

前
田

　
　哲

委
員
長

副
委
員
長

委員会

産
業
建
設

小
田

　孝
明

小
畑

　吉
時

林
田

　哲
幸

山
本

　松
一

坂
本

　弘
樹

町
田

　康
則

委
員
長

副
委
員
長

委員会

学
校
教
育
課

学
校
給
食
費
特
別
対
策
事
業

公
共
交
通
対
策
の
在
り
方

問問

給
食
費
増
額
分
の
１
食
当
た

り
20
円
の
補
助
は
、
他
市
に

お
い
て
も
同
様
の
事
業
な
の

か
。

市
で
は
令
和
５
年
４
月
か
ら

１
食
当
た
り
20
円
増
額
し
て

い
る
。
他
市
で
は
給
食
費
の

増
額
を
行
わ
ず
、
不
足
す
る

給
食
費
の
財
源
に
国
の
交
付

金
を
活
用
し
て
い
る
所
も
あ

る
。
市
と
し
て
は
、
今
年
４

月
か
ら
の
給
食
費
増
額
分
に

つ
い
て
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
補
助
を
す
る
こ
と
で

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
。
補
助
の
方
法
と
し

て
は
、
す
で
に
徴
収
済
み
の

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
９
月

分
の
給
食
費
の
徴
収
額
で
調

整
し
、
10
月
分
以
降
の
給
食

費
に
つ
い
て
は
、
増
額
前
の

金
額
で
徴
収
す
る
よ
う
計
画

し
て
い
る
。

答

農
林
課

ば
れ
い
し
ょ
産
地

モ
デ
ル
育
成

公
共
交
通
対
策
の
在
り
方

持
続
的
畑
作
生
産
体
系
確
立

緊
急
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
主
体
で
あ
る
株
式
会
社

ジ
ェ
ー
ピ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
ど

の
よ
う
な
会
社
な
の
か
。
ま

た
、
他
に
も
協
議
会
は
あ
る

の
か
。

瑞
穂
町
の
種
馬
鈴
薯
な
ど
の

生
産
法
人
で
あ
り
、
今
回
、

本
事
業
で
整
備
さ
れ
る
馬
鈴

薯
保
管
施
設
に
お
い
て
、
株

式
会
社
ジ
ェ
ー
ピ
ー
フ
ァ
ー

ム
の
な
が
さ
き
黄
金
種
馬
鈴

薯
を
用
い
て
馬
鈴
薯
農
家
に

よ
り
栽
培
さ
れ
た
加
工
用
馬

鈴
薯
の
選
果
作
業
と
保
管
を

行
い
、
親
会
社
で
あ
る
株
式

会
社
ジ
ェ
ー
ピ
ー
シ
ー
を
通

じ
て
、
熊
本
県
に
あ
る
株
式

会
社
湖
池
屋
九
州
阿
蘇
工
場

へ
出
荷
さ
れ
、
馬
鈴
薯
の
流

通
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

　
ま
た
、
他
に
協
議
会
は
今

の
と
こ
ろ
な
く
、
こ
の
事
業

は
県
内
で
も
初
め
て
の
取
り

組
み
で
今
後
モ
デ
ル
的
事
業

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。

答

現地視察（みずほ温泉千年の湯）

現地視察（雲仙市環境センター）

問答

電
子
黒
板
関
連
機
器
の
更

新
に
つ
い
て
、
今
回
、
更

新
す
る
機
器
は
、
最
も
古

い
機
器
の
更
新
な
の
か
。

平
成
26
年
度
か
ら
順
次
、

導
入
し
て
お
り
、
今
回
は

平
成
27
年
度
、
平
成
28
年

度
に
導
入
し
た
22
台
の
機

器
の
更
新
を
行
う
。
残
り

の
平
成
29
年
度
か
ら
令
和

元
年
度
ま
で
に
導
入
し
た

機
器
が
１
３
７
台
あ
り
、

順
次
、
更
新
し
て
い
き
た

い
。

動
産
の
買
入
れ

総
務
課

問答

条
例
改
正
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

計
画
認
定
制
度
の
対
象
と

な
る
市
内
の
施
設
は
、
小

浜
町
の
ス
パ
コ
ー
ス
ト
小

浜
、
シ
ー
サ
イ
ド
１
の
２

棟
と
の
こ
と
だ
が
、
他
に

対
象
は
な
い
の
か
。

現
在
把
握
し
て
い
る
の
は

小
浜
町
の
２
棟
の
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
あ
る
。

建
築
課

手
数
料
条
例
の
改
正

問答

物
価
高
騰
対
策
消
費
喚
起

事
業
に
お
け
る
商
品
券
の

配
布
時
期
や
使
用
期
限
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

９
月
中
に
配
布
予
定
で
あ

る
が
、
可
能
な
限
り
早
期

に
配
布
で
き
る
よ
う
努
め

る
。
使
用
期
限
は
令
和
６

年
１
月
末
を
予
定
し
て
い

る
。

商
工
労
政
課

市
民
向
け
の
商
品
券
配
布

現地視察（愛津原地区）

問
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市政を問う市政を問う 10名の議員が一般質問10名の議員が一般質問

一般質問は、質問者自身が会議録をもとに原稿を作成しています。

山本　松一……Ｐ8

平野　利和……Ｐ10

渡辺　勝美……Ｐ12

やまもと　 まついち

ひら の　　としかず

わたなべ　  かつ み

まち だ　 やすのり

はやしだ　 てつゆき

まえ だ　　　　さとし

町田　康則……Ｐ9

林田　哲幸……Ｐ11

前田　　哲……Ｐ13

うえ だ　　　　あつし

さかもと　 ひろ き

上田　　篤……Ｐ9

坂本　弘樹……Ｐ11

 お ばた　 よしとき

 や ざき　 かつ み

小畑　吉時……Ｐ10

矢﨑　勝己……Ｐ12

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

一 般 質 問

　
　
　
　
こ
の
事
業
は
、
農
地
へ

の
道
が
狭
く
て
機
械
搬
入
が
で
き

な
い
な
ど
、
狭
小
な
農
地
維
持
に

困
っ
て
い
る
農
家
が
申
請
す
る
も

の
だ
が
、
毎
年
申
請
し
て
も
採
択

さ
れ
な
い
箇
所
が
50
件
以
上
あ

る
。
何
の
見
直
し
も
せ
ず
、
申
請

要
望
だ
け
受
け
付
け
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
、
今
年
こ
そ
は
採
択
さ

れ
る
と
期
待
す
る
多
く
の
申
請
者

か
ら
の
落
胆
の
声
や
、
不
信
感
を

持
た
れ
る
の
も
当
た
り
前
だ
。
申

請
方
法
、
採
択
方
法
な
ど
、
本
当

に
こ
れ
で
い
い
と
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
方
法
、

採
用
方
法
の
見
直
し
を
研
究
し
た

い
。

　
　
　
　
排
水
対
策
に
つ
い
て
、

県
の
回
答
は
、
特
に
河
口
部
の
野

井
樋
門
の
撤
去
が
必
要
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
市
も
同
じ
考
え
か
。

　
　
　
　
　
　
市
も
、
野
井
樋
門

撤
去
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
位

上
昇
は
、
農
地
だ
け
で
は
な
く
民

家
ま
で
被
害
が
及
ぼ
う
と
し
て
お

り
、
早
急
な
排
水
対
策
が
必
要
だ

が
、協
議
の
進
捗
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
県
の
流
下
能
力
調
査
結

果
を
受
け
て
、
野
井
樋
門
の
撤
去

が
冠
水
被
害
防
止
の
効
果
が
大
き

い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
県
、

諫
早
市
と
一
体
と
な
っ
て
協
議
し

早
急
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
政
府
は
、
今
後
官
民
合

わ
せ
て
15
兆
円
を
投
資
し
、
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
す
る
。
化

石
燃
料
に
代
わ
る
二
酸
化
炭
素
を

排
出
し
な
い
次
世
代
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
素
の
活
用

を
他
市
に
先
駆
け
て
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
収
集
に

努
め
、
導
入
の
可
能
性
を
研
究
す

る
。

農地保全事業見直しは
議
員

議
員

議
員

議
員

部
長
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小浜支所の建設計画は

全天候型子どもの遊び場
　
　
　
　
市
民
か
ら
「
市
内
に
は

乳
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ぐ
ら

い
ま
で
の
子
ど
も
の
遊
び
場
が
な

い
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
た
。

し
っ
か
り
い
い
も
の
を
造
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
子
育
て
世
代
の

方
々
が
、
雨
天
の
時
で
も
活
用
で

き
る
よ
う
な
全
天
候
型
の
施
設
を

要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　「
戦
争
は
一
旦
始
ま
れ

ば
い
つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
る
。
ま
さ
に
そ
の
通
り

の
様
相
だ
。
市
長
は
、
平
和
国
家

日
本
の
地
方
自
治
体
の
首
長
と
し

て
何
ら
か
の
行
動
を
取
る
考
え
は

者
で
あ
る
シ
ダ
ッ
ク
ス
へ
の
不
満

が
聞
か
れ
る
。

①
プ
ー
ル
指
導
員
の
体
制

　
実
際
に
指
導
員
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
は
２
人
だ
け
で
、
残
り
の

人
は
資
格
が
な
い
。
泳
げ
な
い
人

も
指
導
員
を
し
て
い
る
。

②
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
の
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

開
場
し
て
い
る
の
に
利
用
時
間
を

午
後
６
時
半
ま
で
と
表
示
し
、
午

後
７
時
頃
来
た
人
は
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
。

③
サ
ウ
ナ
室
の
管
理

　
電
球
が
切
れ
て
い
る
事
を
伝
え

る
と
、
従
業
員
か
ら
「
上
か
ら
の

方
針
で
」
と
言
わ
れ
、
４
つ
あ
る

電
気
を
２
つ
に
し
た
。

　
市
と
の
協
定
書
の
中
に
は
、
利

用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
適
切
な

維
持
管
理
と
あ
る
が
違
反
で
は
な

い
の
か
。
今
い
る
従
業
員
は
頑

張
っ
て
い
る
が
、
本
体
の
シ
ダ
ッ

ク
ス
の
委
託
状
況
が
悪
く
、
利
用

者
へ
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
先
方
と
向
か
い
合
っ

て
、
定
期
的
に
指
導
し
た
い
。

　
　
　
　
市
の
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
は
、
小
浜
総
合
支
所
を
残
す
の

み
と
な
っ
た
。
小
浜
町
で
は
、
小

中
学
校
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
島

鉄
バ
ス
小
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
利
用

す
る
生
徒
が
84
人
い
る
。そ
こ
で
、

小
浜
総
合
支
所
は
、
バ
ス
の
待
合

所
と
し
て
も
使
え
、
図
書
室
で
も

使
え
、
放
課
後
自
習
室
の
機
能
を

持
っ
た
複
合
的
な
施
設
と
し
て
、

今
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
場
所
に

建
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
支
所
機
能
と
図
書
室
機

能
を
有
す
る
施
設
を
、
３
カ
所
の

敷
地
を
候
補
地
と
し
て
調
整
し
て

い
る
。

　
　
　
　
会
員
か
ら
現
指
定
管
理

な
い
の
か
。
市
長
と
総
理
大
臣
の

権
限
は
も
ち
ろ
ん
違
う
が
、
平
和

を
い
か
に
し
て
守
る
か
議
論
し
、

行
動
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
核
の
威
嚇
を
は
じ

め
、
今
な
お
世
界
各
国
で
戦
争
や

紛
争
が
勃
発
し
て
い
る
こ
と
は
、

世
界
平
和
を
望
む
私
た
ち
に
と
っ

て
非
常
に
遺
憾
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
る
。

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
、
分
か
っ
て
い
る
範
囲

で
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明

を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
お
よ
び

市
内
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

の
確
認
は
な
い
。
全
国
で
発
生
し

て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
に
つ
い

て
は
、公
金
受
取
口
座
の
誤
登
録
、

健
康
保
険
証
の
情
報
の
紐
づ
け
誤

り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
紐
づ
け

誤
り
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

で
の
誤
交
付
な
ど
で
あ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

愛
野
町
有
明
川
の
排
水
は

世
界
平
和
へ
の
見
解
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
問
題

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を

上田  篤 議員

教
育
長

総
務
部
長

建
設
部
長

町田  康則 議員

農
林
水
産
部
長

環
境
水
道
部
長

地
域
振
興
部
長

山本  松一 議員
（会派：新たな風）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

お
ば
ま
の
運
営
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山本　松一……Ｐ8

平野　利和……Ｐ10

渡辺　勝美……Ｐ12

やまもと　 まついち

ひら の　　としかず

わたなべ　  かつ み

まち だ　 やすのり

はやしだ　 てつゆき

まえ だ　　　　さとし

町田　康則……Ｐ9

林田　哲幸……Ｐ11

前田　　哲……Ｐ13

うえ だ　　　　あつし

さかもと　 ひろ き

上田　　篤……Ｐ9

坂本　弘樹……Ｐ11

 お ばた　 よしとき

 や ざき　 かつ み

小畑　吉時……Ｐ10

矢﨑　勝己……Ｐ12
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一 般 質 問

　
　
　
　
こ
の
事
業
は
、
農
地
へ

の
道
が
狭
く
て
機
械
搬
入
が
で
き

な
い
な
ど
、
狭
小
な
農
地
維
持
に

困
っ
て
い
る
農
家
が
申
請
す
る
も

の
だ
が
、
毎
年
申
請
し
て
も
採
択

さ
れ
な
い
箇
所
が
50
件
以
上
あ

る
。
何
の
見
直
し
も
せ
ず
、
申
請

要
望
だ
け
受
け
付
け
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
、
今
年
こ
そ
は
採
択
さ

れ
る
と
期
待
す
る
多
く
の
申
請
者

か
ら
の
落
胆
の
声
や
、
不
信
感
を

持
た
れ
る
の
も
当
た
り
前
だ
。
申

請
方
法
、
採
択
方
法
な
ど
、
本
当

に
こ
れ
で
い
い
と
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
方
法
、

採
用
方
法
の
見
直
し
を
研
究
し
た

い
。

　
　
　
　
排
水
対
策
に
つ
い
て
、

県
の
回
答
は
、
特
に
河
口
部
の
野

井
樋
門
の
撤
去
が
必
要
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
市
も
同
じ
考
え
か
。

　
　
　
　
　
　
市
も
、
野
井
樋
門

撤
去
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
位

上
昇
は
、
農
地
だ
け
で
は
な
く
民

家
ま
で
被
害
が
及
ぼ
う
と
し
て
お

り
、
早
急
な
排
水
対
策
が
必
要
だ

が
、協
議
の
進
捗
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
県
の
流
下
能
力
調
査
結

果
を
受
け
て
、
野
井
樋
門
の
撤
去

が
冠
水
被
害
防
止
の
効
果
が
大
き

い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
県
、

諫
早
市
と
一
体
と
な
っ
て
協
議
し

早
急
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
政
府
は
、
今
後
官
民
合

わ
せ
て
15
兆
円
を
投
資
し
、
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
す
る
。
化

石
燃
料
に
代
わ
る
二
酸
化
炭
素
を

排
出
し
な
い
次
世
代
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
素
の
活
用

を
他
市
に
先
駆
け
て
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
収
集
に

努
め
、
導
入
の
可
能
性
を
研
究
す

る
。

農地保全事業見直しは
議
員

議
員

議
員

議
員

部
長
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小浜支所の建設計画は

全天候型子どもの遊び場
　
　
　
　
市
民
か
ら
「
市
内
に
は

乳
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ぐ
ら

い
ま
で
の
子
ど
も
の
遊
び
場
が
な

い
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
た
。

し
っ
か
り
い
い
も
の
を
造
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
子
育
て
世
代
の

方
々
が
、
雨
天
の
時
で
も
活
用
で

き
る
よ
う
な
全
天
候
型
の
施
設
を

要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　「
戦
争
は
一
旦
始
ま
れ

ば
い
つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
る
。
ま
さ
に
そ
の
通
り

の
様
相
だ
。
市
長
は
、
平
和
国
家

日
本
の
地
方
自
治
体
の
首
長
と
し

て
何
ら
か
の
行
動
を
取
る
考
え
は

者
で
あ
る
シ
ダ
ッ
ク
ス
へ
の
不
満

が
聞
か
れ
る
。

①
プ
ー
ル
指
導
員
の
体
制

　
実
際
に
指
導
員
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
は
２
人
だ
け
で
、
残
り
の

人
は
資
格
が
な
い
。
泳
げ
な
い
人

も
指
導
員
を
し
て
い
る
。

②
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
の
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

開
場
し
て
い
る
の
に
利
用
時
間
を

午
後
６
時
半
ま
で
と
表
示
し
、
午

後
７
時
頃
来
た
人
は
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
。

③
サ
ウ
ナ
室
の
管
理

　
電
球
が
切
れ
て
い
る
事
を
伝
え

る
と
、
従
業
員
か
ら
「
上
か
ら
の

方
針
で
」
と
言
わ
れ
、
４
つ
あ
る

電
気
を
２
つ
に
し
た
。

　
市
と
の
協
定
書
の
中
に
は
、
利

用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
適
切
な

維
持
管
理
と
あ
る
が
違
反
で
は
な

い
の
か
。
今
い
る
従
業
員
は
頑

張
っ
て
い
る
が
、
本
体
の
シ
ダ
ッ

ク
ス
の
委
託
状
況
が
悪
く
、
利
用

者
へ
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
先
方
と
向
か
い
合
っ

て
、
定
期
的
に
指
導
し
た
い
。

　
　
　
　
市
の
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
は
、
小
浜
総
合
支
所
を
残
す
の

み
と
な
っ
た
。
小
浜
町
で
は
、
小

中
学
校
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
島

鉄
バ
ス
小
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
利
用

す
る
生
徒
が
84
人
い
る
。そ
こ
で
、

小
浜
総
合
支
所
は
、
バ
ス
の
待
合

所
と
し
て
も
使
え
、
図
書
室
で
も

使
え
、
放
課
後
自
習
室
の
機
能
を

持
っ
た
複
合
的
な
施
設
と
し
て
、

今
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
場
所
に

建
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
支
所
機
能
と
図
書
室
機

能
を
有
す
る
施
設
を
、
３
カ
所
の

敷
地
を
候
補
地
と
し
て
調
整
し
て

い
る
。

　
　
　
　
会
員
か
ら
現
指
定
管
理

な
い
の
か
。
市
長
と
総
理
大
臣
の

権
限
は
も
ち
ろ
ん
違
う
が
、
平
和

を
い
か
に
し
て
守
る
か
議
論
し
、

行
動
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
核
の
威
嚇
を
は
じ

め
、
今
な
お
世
界
各
国
で
戦
争
や

紛
争
が
勃
発
し
て
い
る
こ
と
は
、

世
界
平
和
を
望
む
私
た
ち
に
と
っ

て
非
常
に
遺
憾
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
る
。

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
、
分
か
っ
て
い
る
範
囲

で
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明

を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
お
よ
び

市
内
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

の
確
認
は
な
い
。
全
国
で
発
生
し

て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
に
つ
い

て
は
、公
金
受
取
口
座
の
誤
登
録
、

健
康
保
険
証
の
情
報
の
紐
づ
け
誤

り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
紐
づ
け

誤
り
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

で
の
誤
交
付
な
ど
で
あ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

愛
野
町
有
明
川
の
排
水
は

世
界
平
和
へ
の
見
解
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
問
題

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を

上田  篤 議員

教
育
長

総
務
部
長

建
設
部
長

町田  康則 議員

農
林
水
産
部
長

環
境
水
道
部
長

地
域
振
興
部
長

山本  松一 議員
（会派：新たな風）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

お
ば
ま
の
運
営
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現
在
工
事
発
注
は
１
３

０
万
円
を
限
度
額
と
し
て
随
意
契

約
に
よ
り
２
者
以
上
か
ら
の
見
積

書
を
徴
し
、
30
万
円
を
超
え
な
い

場
合
は
１
者
か
ら
見
積
書
を
徴
し

実
施
し
て
い
る
。
現
状
の
職
員
体

制
で
の
業
務
量
の
多
さ
、
昨
今
の

物
価
高
に
よ
る
建
設
資
材
な
ど
の

価
格
高
騰
な
ど
を
鑑
み
、
１
者
見

積
の
限
度
額
を
50
万
円
に
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
地
方
自
治
体
が
締

結
す
る
契
約
は
、
競
争
入
札
が
原

則
で
あ
り
、
例
外
的
な
方
法
と
し

て
随
意
契
約
が
あ
る
。
１
者
に
よ

る
随
意
契
約
の
限
度
額
を
50
万
円

に
改
正
し
た
場
合
、
事
務
作
業
を

省
略
で
き
、業
務
改
善
で
き
る
が
、

経
済
性
や
透
明
性
を
確
保
で
き
な

く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
競
争
を
必

要
と
し
な
い
範
囲
の
拡
大
に
は
慎

重
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　
　
　
　
30
万
円
を
超
え
る
工
事

を
本
庁
扱
い
に
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
本
庁
に
一
本
化
し

た
場
合
、
工
事
図
面
や
設
計
書
の

作
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
支
所

の
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
反
面
、

本
庁
に
業
務
が
集
中
し
、
他
の
業

務
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
や
、

打
ち
合
わ
せ
や
現
場
確
認
に
出
向

く
時
間
も
多
く
か
か
る
。
業
務
一

本
化
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
問
題

を
整
理
し
、
最
善
策
を
考
え
て
い

く
。

小規模工事の迅速化を

議
員

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

よみがえれ！有明海

　
　
　
　
危
険
家
屋
対
策
、
改
正

空
家
対
策
特
別
措
置
法
の
法
律
が

成
立
し
た
。
相
続
人
が
、
家
が
朽

ち
果
て
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
る

が
、
建
物
が
建
っ
て
い
る
と
固
定

資
産
税
の
減
免
措
置
が
あ
る
た
め

に
壊
さ
な
い
方
法
を
考
え
て
い
る

方
が
多
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
近
所
で
は
「
い
つ
壊

れ
て
く
る
の
か
、
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
通
学
路
に
面
す
る
所

は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
配
だ
」
と

の
声
が
あ
る
。
こ
の
法
律
で
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
改
正
空
家
対
策
特

別
措
置
法
は
、
近
年
、
全
国
的
に

空
き
家
の
数
が
増
加
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
周
囲
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
特
定
空
き
家
な
ど
の
除
却
の

推
進
や
、
特
定
空
き
家
に
な
る
前

　
　
　
　「
潮
干
狩
り
に
行
っ
た

が
、
ア
サ
リ
が
と
れ
な
か
っ
た
」

こ
の
よ
う
な
声
を
多
数
聞
く
が
、

市
の
責
任
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
サ
リ
の
不

漁
に
対
す
る
苦
情
な
ど
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。
実
施
し
て
い

る
諫
早
湾
漁
協
国
見
支
所
に
対
し

て
は
改
善
を
図
る
よ
う
指
導
し
た
。

今
後
、
ア
サ
リ
の
再
生
に
向
け
て

市
と
漁
協
が
一
緒
に
な
り
改
善
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、

我
が
ふ
る
さ
と
に
魚
が
戻
り
、
子

ど
も
た
ち
が
豊
か
な
食
卓
で
食
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
。

　
　
　
　
有
明
海
の
再
生
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
諫
早
湾
お
よ
び
有
明
海

に
お
け
る
水
産
資
源
の
回
復
を
図

る
た
め
、
各
種
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
藻
場
再
生
に
向
け
た
実
証

事
業
を
橘
湾
で
実
施
し
、
今
後
、

有
明
海
へ
の
取
り
組
み
に
も
発
展

さ
せ
て
い
け
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
て
い
く
。

　
　
　
　
ア
マ
モ
な
ど
の
海
藻
、

藻
場
の
育
成
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
諫
早

湾
沿
岸
に
お
い
て
、
有
明
漁
協
多

比
良
支
部
管
内
で
ア
マ
モ
の
移
植

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
本
市
と

し
て
も
専
門
家
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

の
段
階
か
ら
有
効
活
用
な
ど
を
図

る
た
め
に
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
①
空
き
家
活
用
の
促
進
の
た

め
、
中
心
市
街
地
や
観
光
地
な
ど

で
敷
地
が
道
路
に
接
す
る
幅
な

ど
、
用
途
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
。

　
②
倒
壊
な
ど
が
著
し
く
、
保
安

上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
の
も
の
を
特
定
空
き
家
と
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
管

理
不
全
空
き
家
と
し
て
勧
告
を

行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
減
免

特
例
の
対
象
外
と
な
る
（
課
税
さ

れ
る
）。

　
③
災
害
時
に
お
け
る
除
却
な
ど

の
措
置
を
命
ず
る
い
と
ま
が
な
い

緊
急
時
の
代
執
行
制
度
の
創
設
な

ど
が
あ
る
。

危険家屋空き家対策は
議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

ア
サ
リ
の
不
漁

総
務
部
長

財
務
部
長

総
務
部
長

小畑  吉時 議員

平野　利和 議員
（会派：創新・公明）

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

　
　
　
　
市
は
今
後
ど
の
よ
う
に

活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
昨
年
10
月
に
足
湯
施

設
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
緑
地
な

ど
を
県
か
ら
譲
与
さ
れ
、
今
後
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
物
産
販
売
な
ど
に

よ
る
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
場
所
と
し

て
活
用
を
図
る
と
と
も
に
賑
わ
い

と
憩
い
の
場
所
と
し
て
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
今
後
見
込
ま
れ
る
修
繕

費
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
が
整
備

さ
れ
て
か
ら
約
30
年
、
足
湯
が
整

備
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
、
年
々
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。ま
た
、

維
持
管
理
に
か
か
る
経
費
を
令
和

５
年
度
当
初
予
算
で
１
７
２
８
万

千
円
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
駐
車
料
金
の
減
免
が
あ

る
と
思
う
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
出
初
式

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
お
よ
び
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
減
免
対
象
と
な
っ

た
車
が
約
２
０
０
台
あ
る
。

　
　
　
　
駐
車
場
を
機
械
化
し
て

24
時
間
管
理
す
る
場
合
、
設
備
費

用
お
よ
び
年
間
の
維
持
管
理
費
は

概
算
で
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の

か
。

　
　
　
　
整
備
費
用
は
、
約
２
４

０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。
ま

た
、
年
間
の
保
守
費
用
は
１
２
０

万
円
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
機
械
化
し
て
、
満
車
や

空
車
を
表
示
す
る
、
足
湯
に
浸
か

る
30
分
と
か
食
事
を
す
る
１
時
間

を
設
定
次
第
で
無
料
に
す
る
な
ど

観
光
客
へ
の
配
慮
が
で
き
る
と
思

う
が
、
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　
機
械
化
は
大
変
有
効
で

あ
り
、
観
光
地
と
し
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
協
議
を
進
め

た
い
。

小浜マリンパークの活用
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

観
光
商
工
部
長

観
光
商
工
部
長

林田  哲幸 議員
（会派：新たな風）

部
長

部
長

マ
リ
ン
パ
ー
ク
駐
車
場
の

機
械
化

総
合
支
所
発
注
の
小
規
模
工

事
の
随
意
契
約
等
の
あ
り
方 坂本  弘樹 議員

議
員
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現
在
工
事
発
注
は
１
３

０
万
円
を
限
度
額
と
し
て
随
意
契

約
に
よ
り
２
者
以
上
か
ら
の
見
積

書
を
徴
し
、
30
万
円
を
超
え
な
い

場
合
は
１
者
か
ら
見
積
書
を
徴
し

実
施
し
て
い
る
。
現
状
の
職
員
体

制
で
の
業
務
量
の
多
さ
、
昨
今
の

物
価
高
に
よ
る
建
設
資
材
な
ど
の

価
格
高
騰
な
ど
を
鑑
み
、
１
者
見

積
の
限
度
額
を
50
万
円
に
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
地
方
自
治
体
が
締

結
す
る
契
約
は
、
競
争
入
札
が
原

則
で
あ
り
、
例
外
的
な
方
法
と
し

て
随
意
契
約
が
あ
る
。
１
者
に
よ

る
随
意
契
約
の
限
度
額
を
50
万
円

に
改
正
し
た
場
合
、
事
務
作
業
を

省
略
で
き
、業
務
改
善
で
き
る
が
、

経
済
性
や
透
明
性
を
確
保
で
き
な

く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
競
争
を
必

要
と
し
な
い
範
囲
の
拡
大
に
は
慎

重
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　
　
　
　
30
万
円
を
超
え
る
工
事

を
本
庁
扱
い
に
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
本
庁
に
一
本
化
し

た
場
合
、
工
事
図
面
や
設
計
書
の

作
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
支
所

の
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
反
面
、

本
庁
に
業
務
が
集
中
し
、
他
の
業

務
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
や
、

打
ち
合
わ
せ
や
現
場
確
認
に
出
向

く
時
間
も
多
く
か
か
る
。
業
務
一

本
化
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
問
題

を
整
理
し
、
最
善
策
を
考
え
て
い

く
。

小規模工事の迅速化を

議
員

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

よみがえれ！有明海

　
　
　
　
危
険
家
屋
対
策
、
改
正

空
家
対
策
特
別
措
置
法
の
法
律
が

成
立
し
た
。
相
続
人
が
、
家
が
朽

ち
果
て
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
る

が
、
建
物
が
建
っ
て
い
る
と
固
定

資
産
税
の
減
免
措
置
が
あ
る
た
め

に
壊
さ
な
い
方
法
を
考
え
て
い
る

方
が
多
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
近
所
で
は
「
い
つ
壊

れ
て
く
る
の
か
、
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
通
学
路
に
面
す
る
所

は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
配
だ
」
と

の
声
が
あ
る
。
こ
の
法
律
で
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
改
正
空
家
対
策
特

別
措
置
法
は
、
近
年
、
全
国
的
に

空
き
家
の
数
が
増
加
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
周
囲
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
特
定
空
き
家
な
ど
の
除
却
の

推
進
や
、
特
定
空
き
家
に
な
る
前

　
　
　
　「
潮
干
狩
り
に
行
っ
た

が
、
ア
サ
リ
が
と
れ
な
か
っ
た
」

こ
の
よ
う
な
声
を
多
数
聞
く
が
、

市
の
責
任
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
サ
リ
の
不

漁
に
対
す
る
苦
情
な
ど
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。
実
施
し
て
い

る
諫
早
湾
漁
協
国
見
支
所
に
対
し

て
は
改
善
を
図
る
よ
う
指
導
し
た
。

今
後
、
ア
サ
リ
の
再
生
に
向
け
て

市
と
漁
協
が
一
緒
に
な
り
改
善
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、

我
が
ふ
る
さ
と
に
魚
が
戻
り
、
子

ど
も
た
ち
が
豊
か
な
食
卓
で
食
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
。

　
　
　
　
有
明
海
の
再
生
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
諫
早
湾
お
よ
び
有
明
海

に
お
け
る
水
産
資
源
の
回
復
を
図

る
た
め
、
各
種
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
藻
場
再
生
に
向
け
た
実
証

事
業
を
橘
湾
で
実
施
し
、
今
後
、

有
明
海
へ
の
取
り
組
み
に
も
発
展

さ
せ
て
い
け
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
て
い
く
。

　
　
　
　
ア
マ
モ
な
ど
の
海
藻
、

藻
場
の
育
成
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
諫
早

湾
沿
岸
に
お
い
て
、
有
明
漁
協
多

比
良
支
部
管
内
で
ア
マ
モ
の
移
植

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
本
市
と

し
て
も
専
門
家
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

の
段
階
か
ら
有
効
活
用
な
ど
を
図

る
た
め
に
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
①
空
き
家
活
用
の
促
進
の
た

め
、
中
心
市
街
地
や
観
光
地
な
ど

で
敷
地
が
道
路
に
接
す
る
幅
な

ど
、
用
途
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
。

　
②
倒
壊
な
ど
が
著
し
く
、
保
安

上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
の
も
の
を
特
定
空
き
家
と
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
管

理
不
全
空
き
家
と
し
て
勧
告
を

行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
減
免

特
例
の
対
象
外
と
な
る
（
課
税
さ

れ
る
）。

　
③
災
害
時
に
お
け
る
除
却
な
ど

の
措
置
を
命
ず
る
い
と
ま
が
な
い

緊
急
時
の
代
執
行
制
度
の
創
設
な

ど
が
あ
る
。

危険家屋空き家対策は
議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

ア
サ
リ
の
不
漁

総
務
部
長

財
務
部
長

総
務
部
長

小畑  吉時 議員

平野　利和 議員
（会派：創新・公明）

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

　
　
　
　
市
は
今
後
ど
の
よ
う
に

活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
昨
年
10
月
に
足
湯
施

設
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
緑
地
な

ど
を
県
か
ら
譲
与
さ
れ
、
今
後
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
物
産
販
売
な
ど
に

よ
る
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
場
所
と
し

て
活
用
を
図
る
と
と
も
に
賑
わ
い

と
憩
い
の
場
所
と
し
て
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
今
後
見
込
ま
れ
る
修
繕

費
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
が
整
備

さ
れ
て
か
ら
約
30
年
、
足
湯
が
整

備
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
、
年
々
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。ま
た
、

維
持
管
理
に
か
か
る
経
費
を
令
和

５
年
度
当
初
予
算
で
１
７
２
８
万

千
円
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
駐
車
料
金
の
減
免
が
あ

る
と
思
う
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
出
初
式

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
お
よ
び
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
減
免
対
象
と
な
っ

た
車
が
約
２
０
０
台
あ
る
。

　
　
　
　
駐
車
場
を
機
械
化
し
て

24
時
間
管
理
す
る
場
合
、
設
備
費

用
お
よ
び
年
間
の
維
持
管
理
費
は

概
算
で
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の

か
。

　
　
　
　
整
備
費
用
は
、
約
２
４

０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。
ま

た
、
年
間
の
保
守
費
用
は
１
２
０

万
円
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
機
械
化
し
て
、
満
車
や

空
車
を
表
示
す
る
、
足
湯
に
浸
か

る
30
分
と
か
食
事
を
す
る
１
時
間

を
設
定
次
第
で
無
料
に
す
る
な
ど

観
光
客
へ
の
配
慮
が
で
き
る
と
思

う
が
、
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　
機
械
化
は
大
変
有
効
で

あ
り
、
観
光
地
と
し
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
協
議
を
進
め

た
い
。

小浜マリンパークの活用
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

観
光
商
工
部
長

観
光
商
工
部
長

林田  哲幸 議員
（会派：新たな風）

部
長

部
長

マ
リ
ン
パ
ー
ク
駐
車
場
の

機
械
化

総
合
支
所
発
注
の
小
規
模
工

事
の
随
意
契
約
等
の
あ
り
方 坂本  弘樹 議員

議
員
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一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

雲
仙
観
光
局
の
体
制

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
高
校
生
等
寮
費
支
援
補

助
金
の
補
助
額
は
い
く
ら
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
１
人
当

た
り
月
５
千
円
、
年
間
６
万
円
を

上
限
に
運
営
者
に
対
し
て
補
助
を

行
う
。

　
　
　
　
５
千
円
を
１
万
円
に
上

乗
せ
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　
　
　
　
高
等
学
校
魅
力
化
向
上

支
援
事
業
の
補
助
額
は
い
く
ら
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
校
30
万
円
上
限

の
補
助
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
せ
め
て
１
０
０
万
円
の

支
援
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
今
後
の
本
事
業
の
取
組

状
況
や
県
が
行
う
高
校
支
援
の
動

向
も
見
極
め
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

　
　
　
　
万
が
一
廃
校
と
な
れ
ば
、

地
域
の
衰
退
は
免
れ
な
い
。
市
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
思
う
が
。

　
　
　
　
地
域
経
済
へ
の
貢
献
な

ど
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
必

要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
両
校
長
先
生
に
も
意

見
を
頂
き
な
が
ら
研
究
を
続
け
た

い
。

部
活
動
改
革
の
一
環
で
、「
本
年
度

か
ら
中
総
体
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
出
場
が
認
め
ら
れ
た
」
と

聞
く
が
、
中
学
校
部
活
動
の
改
革

と
活
動
状
況
は
。

　
　
　
　
　
生
徒
数
の
減
少
に
よ

り
部
活
動
の
運
営
に
も
影
響
が
出

て
き
て
お
り
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
と
い
う
観
点
か
ら
も
部
活
動

の
運
営
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
地
域
移
行
完
了
ま
で

は
、
学
校
施
設
の
利
用
は
部
活
動

が
優
先
さ
れ
る
と
あ
る
が
、
あ
と

何
年
の
期
間
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
度
ま
で

に
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
を

予
定
し
て
い
る
。

市内高等学校の存続
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

渡辺　勝美 議員

総
務
部
長

教
育
次
長

前田  哲 議員

　
　
　
　

　
　
　
　
現
在
の
予
算
規
模
、
会

員
数
、
職
員
数
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度

の
決
算
見
込
額
は
、
約
１
億
９
０

０
０
万
円
で
、
会
員
数
は
２
０
１

人
、
職
員
数
は
30
人
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
昨
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
新
た
な
観
光

予
算
を
組
み
、
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
当
初
の
目
標
値
と
そ
の
実
績

値
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
令
和
４
年
度
の
年
間
宿

泊
者
数
は
、
目
標
と
し
て
い
た
１

５
０
０
人
を
超
え
、
実
績
と
し
て

延
べ
２
９
２
０
人
で
あ
っ
た
。
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
業
費
２

４
５
万
６
千
円
に
対
し
、
経
済
波

及
効
果
は
３
９
３
４
万
９
千
円
と

試
算
し
て
い
る
。

　
　
　
　
観
光
商
工
部
と
教
育
委

員
会
の
連
携
と
併
せ
て
、
雲
仙
観

光
局
を
加
え
る
と
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
雲
仙
モ
デ
ル
」
が
で

き
る
と
期
待
す
る
。
ま
た
、
観
光

業
は
農
業
と
共
に
経
済
波
及
効
果

が
期
待
で
き
る
市
の
基
幹
産
業
で

あ
り
、
成
長
産
業
へ
と
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
市
職
員
の
時
間
外
勤
務

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
時
間
外
勤
務
の
状

況
は
、
月
平
均
で
令
和
元
年
度
が

14
・
５
時
間
。
令
和
２
年
度
が

15
・
５
時
間
。
令
和
３
年
度
が

16
・
７
時
間
。
令
和
４
年
度
が

15
・
２
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
職
員
採
用
状
況
を
見
る

と
社
会
人
採
用
が
増
え
て
い
る
よ

う
だ
が
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
民
間
企
業
で
の
経
験
が

生
か
さ
れ
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

観光業は基幹産業か？
議
員

議
員

観
光
商
工
部
長

議
員

議
員

議
員

部
長

部
長

（会派：市民の会）

低年金受給者へ支援を
　
　
　
　
厳
し
い
年
金
生
活
者
の

生
活
支
援
策
の
拡
充
や
救
済
措
置

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
的
年
金
制

度
は
現
役
世
代
の
保
険
料
を
原
資

と
し
た
、
世
代
間
の
支
え
合
い
が

基
本
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
の

中
で
財
源
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

国
の
責
任
で
制
度
設
計
し
、
運
営

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
千
々
石
福
石
公
園
の
ト

イ
レ
改
善
、
千
々
石
飯
岳
地
区
の

水
量
減
少
に
よ
る
水
路
改
修
、
被

災
農
地
復
旧
の
支
援
策
は
。

　
　
　
　
福
石
公
園
の
ト
イ
レ

は
、
整
備
基
準
お
よ
び
施
設
の
利

用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
規
模
を
決

定
し
、
年
次
計
画
に
沿
っ
て
環
境

整
備
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
水
路
改
修
は

い
く
つ
か
の
支
援
事
業
が
あ
り
、

ま
た
、
被
災
農
地
復
旧
は
災
害
復

旧
事
業
の
対
象
に
な
れ
ば
、一
部
、

個
人
負
担
に
よ
り
復
旧
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
　
　
　
障
害
者
福
祉
制
度
の
枠

外
で
あ
る
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
制
度
へ

の
動
き
は
現
状
で
は
な
い
が
、
補

聴
器
を
用
い
た
認
知
機
能
の
低
下

予
防
は
、
調
査
研
究
が
継
続
さ
れ

て
い
る
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
取

得
に
よ
り
現
行
法
の
制
度
を
活
用

し
て
い
く
。

他
の
質
問

 

・
学
校
教
育
費
の
無
償
化

 

・
消
費
税
の
廃
止
、
税
率
の
引
き

　
下
げ

 

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止

議
員

市
民
か
ら
の
要
望

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

健
康
福
祉
部
長

地
域
振
興
部
長

農
林
水
産
部
長

地
域
振
興
部
長

矢﨑　勝己 議員

議
員

議
員

市
長

部
長

部
長

市
長

教
育
長

市
職
員
の
働
き
方
改
革

総
務
部
長

委
員
会
行
政
調
査
報
告

議
会
運
営
委
員
会

５
月
15
日
〜
17
日

静
岡
県 

裾
野
市
議
会

【
調
査
項
目
】

　
・
議
会
運
営

　
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

　
　
議
会
運
営

山
梨
県 

上
野
原
市
議
会

　
裾
野
市
議
会
で
は
、
今
後
の
議

会
運
営
の
動
き
と
し
て
、
市
民
の

議
会
へ
の
関
心
度
を
高
め
る
方
策

と
し
て
、
議
会
の
あ
り
方
検
討
会

を
発
足
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
議
会
運

営
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
基
本
計
画
に

よ
り
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
計
画
の
進
捗
状
況
と
課
題
を

分
析
し
な
が
ら
推
進
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　
上
野
原
市
議
会
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
や
議
会
報
告

会
、
休
日
・
夜
間
会
議
開
催
な
ど

に
つ
い
て
、
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、

議
論
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
過
去
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
、
大
規
模
な
雪
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
26

年
７
月
に
「
災
害
発
生
時
の
対
応

要
領
」
が
制
定
さ
れ
、
災
害
等
が

発
生
し
た
際
、
議
員
が
取
る
べ
き

行
動
の
ル
ー
ル
化
を
図
っ
て
い

る
。
議
員
、
議
会
事
務
局
職
員
を

対
象
と
し
た
防
災
訓
練
な
ど
を
定

期
的
に
実
施
し
、
適
宜
継
続
的
に

改
正
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

研
修
研
修【

調
査
項
目
】

　
・
議
会
運
営

　
・
市
議
会
に
お
け
る
災
害
発

　
　
生
の
対
応
要
領
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一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

雲
仙
観
光
局
の
体
制

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
高
校
生
等
寮
費
支
援
補

助
金
の
補
助
額
は
い
く
ら
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
１
人
当

た
り
月
５
千
円
、
年
間
６
万
円
を

上
限
に
運
営
者
に
対
し
て
補
助
を

行
う
。

　
　
　
　
５
千
円
を
１
万
円
に
上

乗
せ
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　
　
　
　
高
等
学
校
魅
力
化
向
上

支
援
事
業
の
補
助
額
は
い
く
ら
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
校
30
万
円
上
限

の
補
助
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
せ
め
て
１
０
０
万
円
の

支
援
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
今
後
の
本
事
業
の
取
組

状
況
や
県
が
行
う
高
校
支
援
の
動

向
も
見
極
め
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

　
　
　
　
万
が
一
廃
校
と
な
れ
ば
、

地
域
の
衰
退
は
免
れ
な
い
。
市
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
思
う
が
。

　
　
　
　
地
域
経
済
へ
の
貢
献
な

ど
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
必

要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
両
校
長
先
生
に
も
意

見
を
頂
き
な
が
ら
研
究
を
続
け
た

い
。

部
活
動
改
革
の
一
環
で
、「
本
年
度

か
ら
中
総
体
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
出
場
が
認
め
ら
れ
た
」
と

聞
く
が
、
中
学
校
部
活
動
の
改
革

と
活
動
状
況
は
。

　
　
　
　
　
生
徒
数
の
減
少
に
よ

り
部
活
動
の
運
営
に
も
影
響
が
出

て
き
て
お
り
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
と
い
う
観
点
か
ら
も
部
活
動

の
運
営
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
地
域
移
行
完
了
ま
で

は
、
学
校
施
設
の
利
用
は
部
活
動

が
優
先
さ
れ
る
と
あ
る
が
、
あ
と

何
年
の
期
間
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
度
ま
で

に
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
を

予
定
し
て
い
る
。

市内高等学校の存続
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

渡辺　勝美 議員

総
務
部
長

教
育
次
長

前田  哲 議員

　
　
　
　

　
　
　
　
現
在
の
予
算
規
模
、
会

員
数
、
職
員
数
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度

の
決
算
見
込
額
は
、
約
１
億
９
０

０
０
万
円
で
、
会
員
数
は
２
０
１

人
、
職
員
数
は
30
人
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
昨
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
新
た
な
観
光

予
算
を
組
み
、
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
当
初
の
目
標
値
と
そ
の
実
績

値
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
令
和
４
年
度
の
年
間
宿

泊
者
数
は
、
目
標
と
し
て
い
た
１

５
０
０
人
を
超
え
、
実
績
と
し
て

延
べ
２
９
２
０
人
で
あ
っ
た
。
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
業
費
２

４
５
万
６
千
円
に
対
し
、
経
済
波

及
効
果
は
３
９
３
４
万
９
千
円
と

試
算
し
て
い
る
。

　
　
　
　
観
光
商
工
部
と
教
育
委

員
会
の
連
携
と
併
せ
て
、
雲
仙
観

光
局
を
加
え
る
と
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
雲
仙
モ
デ
ル
」
が
で

き
る
と
期
待
す
る
。
ま
た
、
観
光

業
は
農
業
と
共
に
経
済
波
及
効
果

が
期
待
で
き
る
市
の
基
幹
産
業
で

あ
り
、
成
長
産
業
へ
と
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
市
職
員
の
時
間
外
勤
務

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
時
間
外
勤
務
の
状

況
は
、
月
平
均
で
令
和
元
年
度
が

14
・
５
時
間
。
令
和
２
年
度
が

15
・
５
時
間
。
令
和
３
年
度
が

16
・
７
時
間
。
令
和
４
年
度
が

15
・
２
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
職
員
採
用
状
況
を
見
る

と
社
会
人
採
用
が
増
え
て
い
る
よ

う
だ
が
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
民
間
企
業
で
の
経
験
が

生
か
さ
れ
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

観光業は基幹産業か？
議
員

議
員

観
光
商
工
部
長

議
員

議
員

議
員

部
長

部
長

（会派：市民の会）

低年金受給者へ支援を
　
　
　
　
厳
し
い
年
金
生
活
者
の

生
活
支
援
策
の
拡
充
や
救
済
措
置

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
的
年
金
制

度
は
現
役
世
代
の
保
険
料
を
原
資

と
し
た
、
世
代
間
の
支
え
合
い
が

基
本
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
の

中
で
財
源
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

国
の
責
任
で
制
度
設
計
し
、
運
営

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
千
々
石
福
石
公
園
の
ト

イ
レ
改
善
、
千
々
石
飯
岳
地
区
の

水
量
減
少
に
よ
る
水
路
改
修
、
被

災
農
地
復
旧
の
支
援
策
は
。

　
　
　
　
福
石
公
園
の
ト
イ
レ

は
、
整
備
基
準
お
よ
び
施
設
の
利

用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
規
模
を
決

定
し
、
年
次
計
画
に
沿
っ
て
環
境

整
備
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
水
路
改
修
は

い
く
つ
か
の
支
援
事
業
が
あ
り
、

ま
た
、
被
災
農
地
復
旧
は
災
害
復

旧
事
業
の
対
象
に
な
れ
ば
、一
部
、

個
人
負
担
に
よ
り
復
旧
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
　
　
　
障
害
者
福
祉
制
度
の
枠

外
で
あ
る
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
制
度
へ

の
動
き
は
現
状
で
は
な
い
が
、
補

聴
器
を
用
い
た
認
知
機
能
の
低
下

予
防
は
、
調
査
研
究
が
継
続
さ
れ

て
い
る
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
取

得
に
よ
り
現
行
法
の
制
度
を
活
用

し
て
い
く
。

他
の
質
問

 

・
学
校
教
育
費
の
無
償
化

 

・
消
費
税
の
廃
止
、
税
率
の
引
き

　
下
げ

 

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止

議
員

市
民
か
ら
の
要
望

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

健
康
福
祉
部
長

地
域
振
興
部
長

農
林
水
産
部
長

地
域
振
興
部
長

矢﨑　勝己 議員

議
員

議
員

市
長

部
長

部
長

市
長

教
育
長

市
職
員
の
働
き
方
改
革

総
務
部
長

委
員
会
行
政
調
査
報
告

議
会
運
営
委
員
会

５
月
15
日
〜
17
日

静
岡
県 

裾
野
市
議
会

【
調
査
項
目
】

　
・
議
会
運
営

　
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

　
　
議
会
運
営

山
梨
県 

上
野
原
市
議
会

　
裾
野
市
議
会
で
は
、
今
後
の
議

会
運
営
の
動
き
と
し
て
、
市
民
の

議
会
へ
の
関
心
度
を
高
め
る
方
策

と
し
て
、
議
会
の
あ
り
方
検
討
会

を
発
足
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
議
会
運

営
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
基
本
計
画
に

よ
り
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
計
画
の
進
捗
状
況
と
課
題
を

分
析
し
な
が
ら
推
進
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　
上
野
原
市
議
会
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
や
議
会
報
告

会
、
休
日
・
夜
間
会
議
開
催
な
ど

に
つ
い
て
、
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、

議
論
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
過
去
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
、
大
規
模
な
雪
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
26

年
７
月
に
「
災
害
発
生
時
の
対
応

要
領
」
が
制
定
さ
れ
、
災
害
等
が

発
生
し
た
際
、
議
員
が
取
る
べ
き

行
動
の
ル
ー
ル
化
を
図
っ
て
い

る
。
議
員
、
議
会
事
務
局
職
員
を

対
象
と
し
た
防
災
訓
練
な
ど
を
定

期
的
に
実
施
し
、
適
宜
継
続
的
に

改
正
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

研
修
研
修【

調
査
項
目
】

　
・
議
会
運
営

　
・
市
議
会
に
お
け
る
災
害
発

　
　
生
の
対
応
要
領
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………………………………………………
雲仙市商工会通常総代会
令和５年５月１９日（金）

　令和５年度雲仙市商工会通常総代会が、国見町で開
催されました。
　長年業務に精励された方々の功績を称え、永年勤続
従業員表彰が行われました。
　商工会では、各事業主への経営力向上や事業創出のた
めのアドバイス等、積極的な活動を継続されており、今
後も会員相互連携のもと、本市商工業発展を期待します。

………………………………………………
雲仙市婦人会連絡協議会定期総会
令和５年５月１３日（土）

　雲仙市婦人会連絡協議会定期総会が千々石
町で開催されました。
　令和４年度会務報告、決算報告、会計監査
報告、新年度事業計画、会計予算、役員改選
について審議が行われました。
　総会の後、「婦人会の可能性」と題し、県生
涯学習課の講師による講演が行われました。

………………………………………………
第７６回　長崎県消防団大会
令和５年６月１０日（土）

　第７６回長崎県消防団大会がハマユリックス
ホールで開催されました。
　県内の消防団員が一堂に会し、消防防災に
功労のあった方々の表彰や、雲仙市消防団員
による体験発表がありました。アトラクション
では、雲仙ジュニアブラスによる演奏で大会に
花を添えました。

議会のうごき議会のうごき

………………………………………………
全国市議会議長会第９９回定期総会
令和５年６月１４日（水）

　全国市議会議長会第９９回定期総会が東京
国際フォーラムで開催されました。
　永年勤続表彰の後、一般事務報告や各委員
会からの報告、国等に提案する議案の審議が
行われ、原案のとおり可決されました。
　また、今年度松尾議長は、地方財政委員会
委員に就任しました。

議員の政務活動に必要な経費の一部として、議員に対して交付されるものです。
雲仙市では、1人当たり月額 15,000 円〔年額 180,000 円〕が議員に交付されます。

政務活動費収支報告集計結果政務活動費収支報告集計結果

15,000円×12月×18名＝3,240,000円
（※1名は申請なし）

令和４年度 

政務活動費とは？

収支報告集計結果

補助金交付決定額

交付決定額

1,230,482

564,080
171,900

0
17,000
57,620

120,703

1,172,919
0

37,059

政務活動時旅費
議員活動報告書印刷代、送料、折込代

政務活動時旅費
政務活動時旅費
事務用品代、ノートパソコン代、名刺代、消耗品費、
コピー代
新聞購読料、書籍購入費、議員手帳代

FAX用インク代、LEDデスクライト代、プリンター代

政務活動時旅費、携帯電話代、タブレット使用料、
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用料、固定電話代、駐車場代

3,371,763合　計

内　訳

科　目 金　額（円） 主な支出項目

交付確定額

交付決定額に満たなかった額

金　額

2,967,946 円
3,240,000 円

272,054 円

調 査 研 究 費

研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

雲仙市議会は、平成29年度より
政務活動費の後払い制を実施
しています。

政務活動費って、何に
使われているのかな？

議員の活動や調査
研究なんかに使われて
いるみたいだよ

事務所費1.1%

要請・陳情活動費0.5%
広報費5.1%

資料作成費
3.6%

会議費1.7%

資料購入費
34.8%

調査研究費
36.5%

研修費
16.7%
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………………………………………………
雲仙市商工会通常総代会
令和５年５月１９日（金）

　令和５年度雲仙市商工会通常総代会が、国見町で開
催されました。
　長年業務に精励された方々の功績を称え、永年勤続
従業員表彰が行われました。
　商工会では、各事業主への経営力向上や事業創出のた
めのアドバイス等、積極的な活動を継続されており、今
後も会員相互連携のもと、本市商工業発展を期待します。

………………………………………………
雲仙市婦人会連絡協議会定期総会
令和５年５月１３日（土）

　雲仙市婦人会連絡協議会定期総会が千々石
町で開催されました。
　令和４年度会務報告、決算報告、会計監査
報告、新年度事業計画、会計予算、役員改選
について審議が行われました。
　総会の後、「婦人会の可能性」と題し、県生
涯学習課の講師による講演が行われました。

………………………………………………
第７６回　長崎県消防団大会
令和５年６月１０日（土）

　第７６回長崎県消防団大会がハマユリックス
ホールで開催されました。
　県内の消防団員が一堂に会し、消防防災に
功労のあった方々の表彰や、雲仙市消防団員
による体験発表がありました。アトラクション
では、雲仙ジュニアブラスによる演奏で大会に
花を添えました。

議会のうごき議会のうごき

………………………………………………
全国市議会議長会第９９回定期総会
令和５年６月１４日（水）

　全国市議会議長会第９９回定期総会が東京
国際フォーラムで開催されました。
　永年勤続表彰の後、一般事務報告や各委員
会からの報告、国等に提案する議案の審議が
行われ、原案のとおり可決されました。
　また、今年度松尾議長は、地方財政委員会
委員に就任しました。

議員の政務活動に必要な経費の一部として、議員に対して交付されるものです。
雲仙市では、1人当たり月額 15,000 円〔年額 180,000 円〕が議員に交付されます。

政務活動費収支報告集計結果政務活動費収支報告集計結果

15,000円×12月×18名＝3,240,000円
（※1名は申請なし）

令和４年度 

政務活動費とは？

収支報告集計結果

補助金交付決定額

交付決定額

1,230,482

564,080
171,900

0
17,000
57,620

120,703

1,172,919
0

37,059

政務活動時旅費
議員活動報告書印刷代、送料、折込代

政務活動時旅費
政務活動時旅費
事務用品代、ノートパソコン代、名刺代、消耗品費、
コピー代
新聞購読料、書籍購入費、議員手帳代

FAX用インク代、LEDデスクライト代、プリンター代

政務活動時旅費、携帯電話代、タブレット使用料、
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用料、固定電話代、駐車場代

3,371,763合　計

内　訳

科　目 金　額（円） 主な支出項目

交付確定額

交付決定額に満たなかった額

金　額

2,967,946 円
3,240,000 円

272,054 円

調 査 研 究 費

研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

雲仙市議会は、平成29年度より
政務活動費の後払い制を実施
しています。

政務活動費って、何に
使われているのかな？

議員の活動や調査
研究なんかに使われて
いるみたいだよ

事務所費1.1%

要請・陳情活動費0.5%
広報費5.1%

資料作成費
3.6%

会議費1.7%

資料購入費
34.8%

調査研究費
36.5%

研修費
16.7%
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NO!

P２ 令和５年第２回定例会概要
P５ 委員会報告
P８ 市政を問う「一般質問」
P14 政務活動費収支報告

主な内容主な内容

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

議会を傍聴してみませんか？

委 員 長　前田　 哲　　
副委員長　藤本 淳次郎
委　　員　平野 利和、上田 　篤
　　　　　林田 哲幸、山本 松一

議会広報編集特別委員会

　新型コロナウイルス感染症がインフ
ルエンザと同じ５類感染症となり、人
の動きも活発になってきました。やっ
と以前の生活に戻ってきましたが、収
束したわけではないようです。
　また、幼児への感染症、ヘルパンギー
ナの拡大が心配されます。
　まだ、暑い日が続きます。引き続き
これまで実践した感染対策を行いなが
ら、体調管理をしっかり整えて暑い夏
を乗り越えましょう。

  （藤本　淳次郎）

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会
広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せください。

お知らせ

８月31日（木）～
　 ９月29日（金）です

令和５年第３回雲仙市議会定例会の
会期日程（案）は

■一般質問　９月４日（月）～ ７日（木）
■議案質疑　９月１１日（月）
■委員会　　文教厚生常任委員会
　　　　　　９月１２日（火）・１３日（水）
　　　　　　産業建設常任委員会
　　　　　　９月１２日（火）～１４日（木）
　　　　　　総務常任委員会
　　　　　　９月１４日（木）・１５日（金）

虚礼廃止にご理解とご協力を
　議員は、選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法
律で禁止されています。お中元やお歳暮も対象になりま
す。地域の行事やお祭り、スポーツ大会への寄附や飲食
物の差し入れも禁止です。
　また、暑中見舞い・年賀状などの時候の挨拶状を出す
ことも禁止されています。（答礼のための自筆によるもの
を除きます）
　ご理解をよろしくお願いします。

※一般質問の日程は、質問者数など
により変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、
議場へ足をお運びください。

令和４年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品【ひわまりの丘／撮影場所：南串山町】

政治家は有権者に寄附を
贈らない!

有権者は政治家に寄附を
求めない!

政治家から有権者への寄附は
受け取らない!


